
私
が
初
め
て
梅
先
生
に
會
つ
た
の
は
巴
里
の－

今
で
い
ふ
大

館
で
其
時
先
生
は
里
昻
の
大
學
を
卒
業
せ
ら
れ
た
後
で

私
は
巴
里
の
法
律
專
門
の
大
學

へ
入
る
時
で
有
た

日
本
で
も
先
生
は
秀
才
の
譽
れ
の
あ
つ
た
人
で
あ
る
が
此
の
里
昻
大
學
の
卒
業
論

も
亦
非
常
な
名
論
且
つ
長
篇
で
こ
れ
が

た
め
に
大
に
日
本
學
生
の
名
譽
を
發
揮
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
話
を
聞
い
て
居
た
後
で
あ
る
か
ら
先
生
に
會
つ
た
時
私
は
非
常
な
景

慕
の
念
を
以
て
先
生
を

へ
た
の
で
あ
る

從
つ
て
其
頃
法
律
學
に

中
し
て
居
た
私
に
取
つ
て
は
其
の
印
象
も
一
段
深
か
つ
た
の

で
あ
る

其
後
私
は
中

に
志
を
變
へ
て
藝

界
の
人
と
な
つ
た
の
で
か
け

つ

て
面
晤
の
期
も
な
か
つ
た
が
昨
年
日
佛
協
會
の
刷
新
を
圖
る
と
い
ふ
の
で

招
か
れ
て
再
び
先
生
に
會
つ
た

當
時
先
生
は
專
ら
同
會
の
事
務
を
執
り
山

田
三
良
君
な
ど
と
共
に
之
れ
に
鞅
掌
し
て
居
ら
れ
た

私
は
御
覽
の

り
の
書

生
で
同
會
に
は
入
つ
て
居
な
か
つ
た
が
刷
新
の
御
相
談
を
受
け
て
か
ら
は

會
員
と
な
り
先
生
の
驥
尾
に
附
し
て
共
に
〳
〵
同
協
會
の
刷
新
に
盡
力
し

た

其
の
御
相
談
を
受
け
た
時
が
第
一
回
の
會
見
で
先
生
の
御
在
世
中
は

二
度
の
會
見

黑
田
淸
輝　

黒田清輝《梅謙次郎肖像》 消失



前
後
た
ゞ
二
回
の
會
見
に
し
か
止
ま
ら
ぬ

併
し
先
生
に
對
す
る
私
の
印
象
は
根
强
く

ま
れ
て
常
に
景
仰
の
念
を
去
ら
な
か

つ
た

　

今
私
は
先
生
の

像
を
描
い
て
居
る
が
パ
レ
ツ
ト
に
臨
む
每
に
念
々
先
生
に
想
ひ
到
り
其
の
記
憶
を
再
現
し
て
居
る
の
で

あ
る

鳴
呼
先
生
は
實
に

讓
で
且

面
目
で

世
稀
に
見
る
人
で
あ
つ
た
も
の
を
實
に
惜
し
い
事
を
し
た

（
談
）

『
読
売
新
聞
』 

明
治
四
四
年
八
月
二
五
日

明
治
を
代
表
す
る
法
学
者
で
明
治
四
三
年
八
月
二
五
日
に
死
去
し
た
梅
謙
次
郎（
一
八
六
〇

一
九
一
〇
年
）の
追
悼
談
『
読
売
新
聞
』紙
上
で

一
周
忌
に
組
ま
れ
た
梅
博
士
追
悼
記
念
号
に
掲
載
さ
れ
た

梅
は
明
治
一
八
年
に
ヨ
ロ
パ
へ
渡
り
リ
ヨ
ン
大
学
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
に

学
ん
で
二
三
年
に
帰
朝

民
法
・
商
法
両
法
典
の
成
立
に
尽
力
し
ま
た
帝
国
大
学
で
の
教
育
の
ほ
か
法
学
の
普
及
発
達
の
た
め
私
学
経

営
に
力
を
注
ぎ
法
政
大
学
の
礎
を
築
い
た

黒
田
が
制
作
し
た
肖
像
画
は
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
の
所
蔵
と
な

た
が
関
東
大
震
災
に
よ
り
失
わ
れ
た

こ
こ
に
紹
介
す
る
図
版
は

昭
和
一
八
年
に
美
術
研
究
所
（
現
東
京
文
化
財
研
究
所
）
が
梅
家
の
所
蔵
す
る
写
真
か
ら
複
写
し
た
写
真
資
料
に
よ
る

二度の會見


